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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 15,103 △2.5 39 △82.3 159 △50.9 142 △35.4

29年3月期 15,493 △1.5 222 51.3 325 24.4 219 45.3

（注）包括利益 30年3月期　　379百万円 （△28.9％） 29年3月期　　533百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 8.26 ― 1.4 0.9 0.3

29年3月期 12.79 ― 2.2 1.8 1.4

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 ―百万円 29年3月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 18,756 10,470 55.6 608.67

29年3月期 18,665 10,194 54.5 592.64

（参考） 自己資本 30年3月期 10,429百万円 29年3月期 10,176百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 896 △791 △198 2,868

29年3月期 1,020 △409 △53 2,958

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 103 46.9 1.0

30年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00 103 72.6 1.0

31年3月期(予想) ― 3.00 ― 3.00 6.00 ―

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 7,532 6.0 △67 ― △12 ― △12 ― △1.24

通期 15,670 3.7 199 404.2 304 90.7 179 26.0 10.41



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 17,825,050 株 29年3月期 17,825,050 株

② 期末自己株式数 30年3月期 622,694 株 29年3月期 622,694 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 17,202,356 株 29年3月期 17,202,356 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．経営成績等の概況 (4) 今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況 

 

(1) 当期の経営成績の概況 

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善など緩やかな回復基調にあるものの、欧米

の政策動向や新興国経済の景気減速など、海外経済の不確実性により、先行きは不透明な状況が続きました。 

印刷業界におきましては、ペーパーレス化に伴う需要の減少や同業者間の受注競争の激化による受注単価の下

落などが続いており、依然として厳しい経営環境が続きました。 

このような環境下にあって当社グループは、見える化推進「目標達成の年」を会社方針として、見えてきた課

題を解決し、結果を出していく年としました。顧客第一主義に基づいて強みである総合力を活かし、持続的に発

展して地域社会に貢献できる企業を目指して取り組んできました。 

以上の結果、当連結会計年度における売上高は151億３百万円（前年同期比2.5％減）、営業利益は39百万円

（前年同期比82.3％減）、経常利益は１億59百万円（前年同期比50.9％減）、親会社株主に帰属する当期純利益

は１億42百万円（前年同期比35.4％減）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

（印刷事業） 

一般商業印刷物の売上高はカタログや折込チラシなどの減少により101億58百万円（前年同期比5.6％減）

となりました。また、包装印刷物の売上高はパッケージなどの増加により26億63百万円（前年同期比1.0％

増）、出版印刷物の売上高は18億65百万円（前年同期比11.6％増）、合計売上高は146億87百万円（前年同期

比2.6％減）となり、営業利益は27百万円（前年同期比86.1％減）となりました。 

（イベント事業） 

売上高は官公庁等からのイベントを中心に４億38百万円（前年同期比2.3％減）となりました。また、営業

利益は８百万円（前年同期比57.9％減）となりました。 

 

(2) 当期の財政状態の概況 

（流動資産） 

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて３億45百万円減少し、74億36百万円とな

りました。これは、電子記録債権が１億51百万円増加しましたが、現金及び預金が71百万円、受取手形及び売

掛金が３億16百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当連結会計年度末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて４億36百万円増加し、113億20百万円とな

りました。これは、機械装置及び運搬具が３億13百万円減少しましたが、建物及び構築物が５億14百万円、投

資有価証券が評価額の上昇などにより１億89百万円増加したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて３億８百万円減少し、48億81百万円とな

りました。これは、支払手形及び買掛金が61百万円、1年内返済予定の長期借入金が70百万円、賞与引当金が53

百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当連結会計年度末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて１億24百万円増加し、34億４百万円とな

りました。これは、退職給付に係る負債が１億12百万円増加したこと等が主な要因であります。 

（純 資 産） 

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末と比べて２億75百万円増加し、104億70百万円となり

ました。これは、その他有価証券評価差額金が１億62百万円増加したこと等が主な要因であります。 
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(3) 当期のキャッシュ・フローの概況 

当連結会計年度末の現金及び現金同等物は、28億68百万円となりました。当連結会計年度におけるキャッシ

ュ・フローの状況は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券売却益１億14百万円や、法人税等の

支払額１億50百万円に対し、減価償却費６億73百万円、売上債権の減少額１億65百万円、退職給付にかかる負

債の増加額１億83百万円などがあったこと等により８億96百万円の収入（前年同期は10億20百万円の収入）と

なりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却及び償還による収入１億94百

万円に対し、有形固定資産の取得による支出８億98百万円があったこと等により７億91百万円の支出（前年同

期は４億９百万円の支出）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当連結会計年度の財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入による収入25億60百万円に対し、短期借

入金の返済による支出25億90百万円、配当金の支払額１億円があったこと等により１億98百万円の支出（前年

同期は53百万円の支出）となりました。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成27年 

３月期 

平成28年 

３月期 

平成29年 

３月期 

平成30年 

３月期 

自己資本比率（％） 55.6 54.1 54.5 55.6 

時価ベースの自己資本比率（％） 43.6 37.9 40.9 41.1 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 2.1 2.2 2.0 2.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 50.8 58.8 81.9 84.2 

（注）自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：キャッシュ・フロー／利払い 

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

※キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しており

ます。 

 

(4) 今後の見通し 

今後の見通しにつきましては、国内経済は引き続き、企業業績の回復、雇用・所得環境の改善などにより、景

気は緩やかに回復すると期待されるものの、世界情勢の動向により為替や株式市場は不安定な状況となっており、

先行き不透明な状況が続くことが予想されます。 

印刷業界におきましても、引き続き印刷需要の減退や価格競争の激化などにより、市場環境は厳しい状況が続

くものと思われます。 

このような環境下にあって当社グループは、会社方針として「飛躍の年」を掲げ、成長事業に経営資源を集中

し、新たな価値創造に挑戦するため、４つのアクション（①営業エリアの拡大 ②事業領域の拡大 ③商業印刷事

業の価値創造 ④人財を大切にする経営）に積極果敢に取り組んでいきます。 

以上のことから、次期の業績の見通しといたしましては、売上高156億70百万円、営業利益１億99百万円、経常

利益３億４百万円、親会社株主に帰属する当期純利益１億79百万円を見込んでおります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループは、日本基準により連結財務諸表を作成しております。なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の具体

的な適用時期は未定です。 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社グループは、一般商業印刷物、包装印刷物、出版印刷物で構成される「印刷事業」と、イベントの企

画、運営を行う「イベント事業」の２つを報告セグメントとしております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高

は市場実勢価格に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成28年４月１日 至平成29年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント  

印刷事業 イベント事業 合計 

調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高  

外部顧客への売上高 15,048,399 445,197 15,493,597 － 15,493,597

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
24,703 3,683 28,386 △28,386 －

計 15,073,102 448,881 15,521,984 △28,386 15,493,597

セグメント利益 199,546 20,088 219,635 3,339 222,975

セグメント資産 18,374,439 295,117 18,669,556 △4,254 18,665,301

その他の項目  

減価償却費 676,260 1,015 677,276 746 678,022

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
508,426 － 508,426 － 508,426

（注）１．調整額は、以下の通りであります。 

(1) セグメント利益の調整額3,339千円は、セグメント間取引消去であります。 

(2) セグメント資産の調整額△4,254千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当連結会計年度（自平成29年４月１日 至平成30年３月31日） 

（単位：千円） 

報告セグメント  

印刷事業 イベント事業 合計 

調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 

計上額 

（注）２ 

売上高  

外部顧客への売上高 14,665,770 438,074 15,103,845 － 15,103,845

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
22,113 320 22,415 △22,415 －

計 14,687,884 438,376 15,126,260 △22,415 15,103,845

セグメント利益 27,668 8,460 36,129 3,380 39,510

セグメント資産 18,479,017 278,992 18,758,009 △1,352 18,756,656

その他の項目  

減価償却費 660,831 1,424 662,256 705 662,961

有形固定資産及び 

無形固定資産の増加額 
975,598 2,447 978,046 － 978,046

（注）１．調整額は、以下の通りであります。 

(1) セグメント利益の調整額3,380千円は、セグメント間取引消去であります。 

(2) セグメント資産の調整額△1,352千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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（１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成30年３月31日） 

１株当たり純資産額 592.64円 608.67円 

１株当たり当期純利益金額 12.79円 8.26円 

（注）１．表示単位未満の端数は四捨五入しております。 

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

３．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

 

前連結会計年度 

（自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成29年４月１日 

  至 平成30年３月31日） 

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 219,939 142,120 

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する 

当期純利益（千円） 
219,939 142,120 

普通株式の期中平均株式数（株） 17,202,356 17,202,356 

 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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